
木造都市研究会

木愛の会
2016 年の活動

木造都市のルネッサンス

シリーズ　part４

木造都市研究会　木愛の会　主催

木造都市研究会「木愛の会」は、名古屋を拠点に研究会や見学会、
提案など、木造都市実現に向けた様々な活動を行っています。
会員募集中。

九州大学芸術工学研究院環境デザイン部門准教授

木の連歌シリーズは、毎回異なる講師をお招きし、
それぞれの木に対する思いや作品・研究をご紹介頂
き、連歌方式で次の講師に引き継いでいく研究会で
す。初回はウィーン工科大学の谷篤子氏に、第 2回
は大同大学の武藤隆氏に、第 3回は木愛の会の前代
表世話人の田中英彦氏にお話し頂きました。第４回
となる今回は、元東大安藤研究室助手で、現在九州
大学准教授の鵜飼哲矢氏をお招きし「愛知まちなみ
建築賞」を受賞した「道の駅・もっくる新城」をは
じめとした様々な取り組みをご紹介頂きます。木造
都市の実現に向けて議論をつなぐ新企画「木の連歌
シリーズ」にぜひご来場ください。　　
　　　　　　　代表世話人　太幡英亮（名古屋大学）

愛知県刈谷市のご出身で、丹下健三都市建築設計
研究所を経て鵜飼哲矢事務所を設立。東京大学建
築学科助手の後、現在は九州大学准教授として教

で多くの建築賞を受賞され、「もっくる新城」では
愛知まちなみ建築賞を今年、受賞されました。

http://www.kiainokai.net/

テーマ

講師

2016 年 7月 28 日（木）
19:00～20:30

丸美産業株式会社
本社 5階会議室
名古屋地下鉄桜通線瑞穂区役所下車すぐ

定員 30 名　
参加費　学生・会員：無料、　一般：1000 円

会場

参加申込先　木愛の会事務局 
kiainokai@gmail.com　

鵜飼さんへ　昨年の夏に奥三河を訪れる機会があり、
たまたま「道の駅・もっくる新城」に立ち寄りました。
その建ち方や、木をふんだんに、そして効果的に使っ
ている有様はとても印象に残りました。ちょうどその
翌週に、私も審査員をしている「愛知まちなみ建築賞」
の審査があり、エントリーされていた「道の駅・もっ
くる新城」に再会しました。資料を見ると設計者は鵜
飼さんであるとのこと。鵜飼さんが東大安藤研の助教
をされていた頃に、私も安藤事務所のスタッフだった
こともあり、何度かお目にかかる機会がありましたが、
何か不思議な縁を感じました。「道の駅・もっくる新城」
の詳細の感想は「愛知まちなみ建築賞」の審査評に譲
りますが、この木愛の会での連歌シリーズもそんな縁
のひとつになればと思います。　　武藤隆（大同大学）

木造都市のルネッサンス

シリーズ　part３

木造都市研究会　木愛の会　主催

木造都市研究会「木愛の会」は、名古屋を拠点に研究会や見学会、
提案など、木造都市実現に向けた様々な活動を行っています。
会員募集中。

田中 英彦氏
連空間都市設計事務所  代表

木の連歌シリーズは、毎回異なる講師をお招きし、
それぞれの木に対する思いや作品・研究をご紹介
頂き、連歌方式で次の講師に引き継いでいく研究
会です。初回はウィーン工科大学の谷篤子氏に、
第 2回は大同大学の武藤隆氏にお話し頂きました。
第 3回となる今回は、木愛の会の前代表世話人で
ある田中英彦氏より、木にこだわって来た数々の
設計作品とともに、木愛の会の代表世話人として
活動されて来たご経験からお話し頂きます。
どなたでもご参加頂けますので、木造都市の実現
に向けて議論をつなぐ新企画「木の連歌シリーズ」
にぜひご来場ください。　　
　　　　　　代表世話人　太幡英亮（名古屋大学）

1995 年に中部建築賞、愛知まちなみ建築賞を受賞
した「コーポラティブハウス木附の里」をはじめ、
この地域に根ざし、木にこだわった設計の数々と、
設立以来９年間、木愛の会の代表世話人を務めら
れたご経験をもとに、木造都市実現に向けた思い
をお話しいただきます。

http://www.kiainokai.net/

テーマ

講師

2016 年 5月 17 日（火）
19:00～20:30

丸美産業株式会社
本社 5階会議室
名古屋地下鉄桜通線瑞穂区役所下車すぐ

定員 30 名　
参加費　学生・会員：無料、　一般：1000 円

会場

参加申込先　木愛の会事務局 
kiainokai@gmail.com　

木造都市のルネッサンス

シリーズ　part２

木造都市研究会　木愛の会　主催

木造都市研究会「木愛の会」は、名古屋を拠点に研究会や見学会、
提案など、木造都市実現に向けた様々な活動を行っています。
会員募集中。

武藤 隆 氏
大同大学教授

2016 年 3月 15 日（火）
18:30～20:00

丸美産業株式会社
本社 5階会議室

2015 年 12 月の木愛の会総会では、ウィーン工科
大学の谷篤子氏に「日本・オーストリアの中高層
木質構造の耐火法規比較」についてお話しいただ
く研究会を開催しましたが、この研究会をスター
トとし、木に対する思いを「連歌方式」で語って
いただく研究会を開催します。part2 は谷氏の大
学の先輩である大同大学の武藤隆先生にお話いた
だくことになりました。 
今後も数ヶ月に１回づつ開催し、様々な講師に木
に関する仕事、木に対する思いを伺い、木造都市
の実現に向けた議論をつないでいきたいと思いま
す。新企画「木の連歌シリーズ」にぜひご来場く
ださい。　　代表世話人　太幡英亮（名古屋大学）

安藤忠雄建築研究所で木造としては「木の殿堂」
」館術美立県庫兵「」台舞夢路淡「、かほたれさ当担を

などを担当。愛知トリエンナーレ 2010,2013 の会
場構成担当者でもあります。木造・木質化・木化
について、今までの経験と最近の関心事や疑問に
ついてお話し頂きます。

武藤様　　　我々が芸大で設計を学んだ時分には、木材と言え
ば小規模な施設か平屋の架構に使う材料だというイメージでし
た。その後の実務においては都心の物件で使うには防火法規の
規制が厳しく、気になりつつも使える機会の少ない材料でした。
私は建築における木の使い方は、土地特有の常識に縛られてい
る部分が大きいと感じて、日本を離れて研究を始めました。現
在は、都市の中での木材の使われ方と付帯する社会的状況を含
め、中高層木質構造の防耐火法規の比較をしています。
研究を通して再確認したのは、木造は躯体の可燃性もさること
ながら、むしろ使われ方でリスクの頻度が変わると言うことで
す。また、かつての寺社仏閣のような大規模な計画で技術の向
上や新しい使い方を考えて行くことも必要になると考えていま
す。
武藤さんは、今まで木材が使われてこなかった大規模物件の計
画を経験されている一方、まちづくりに関わって群としての小
規模建築とも向き合われています。両方の視点から、武藤さん
の感じられている木材の可能性について伺ってみたいです。谷

名古屋地下鉄桜通線瑞穂区役所下車すぐ

定員 30 名　
参加費　学生・会員：無料、　一般：1000 円

http://www.kiainokai.net/

テーマ
会場

講師

木を使うということ

参加申込先　木愛の会事務局 
kiainokai@gmail.com　

ー日時　2016 年 2月 14 日（日）15:00～17:30

ー参加申込先　木愛の会事務局 <kiainokai@gmail.com>　定員 30 名
　参加費　　　学生・会員：無料、　一般：1000 円
ースケジュール
　14:50　           丸美産業株式会社　本社 5階会議室　集合　

）車下所役区穂瑞線通桜鉄下地（             　　　　

　　　　　　　竹中工務店　名古屋支店設計部　長谷川 寛 氏
　15:30-15:40　丸美産業本社（設計：高松伸建築設計事務所）　作品解説
　　　　　　　丸美産業　肥田 都吉（木愛の会世話人）
　15:40-16:00　丸美産業本社　見学
　16:00-16:30　ショールームへ移動（16:12 分 金山行きバス）

　17:30-               懇親会（バスまたはタクシー移動）

木造都市研究会　木愛の会　主催

　地球環境に配慮したサスティナブルな社会を見据え、木造建築の新しい可能性の開拓が世界的に進められています。
地域産木材の有効活用という命題もあって、国内でも、都市部における耐火建築物を木造建築とする事例が見られる様

る構造材は、「荷重支持部／モルタルと木で構成された燃え止まり層／純木の燃え代層」の 3層で構成されています。

ルームとは異なる手法を用いています。いずれも、都市の木造建築として先端的技術と卓越した意匠を伴う作品であり、
今回の木愛の会見学会は、これらを合わせて見学できる希有な機会となっています。奮ってご参加ください。

木愛の会代表世話人　太幡英亮（名古屋大学）

丸美産業本社屋

木造都市研究会「木愛の会」は、名古屋を
拠点に研究会や見学会、提案など、木造都
市実現に向けた様々な活動を行っています。
会員募集中。http://www.kiainokai.net/

概　要

審査員

運営事務局

要　項（詳細は裏面）

ストリートファニチャ設置予定場所
ES 総合館３階（半屋外）

ナショナルイノベーションコンプレックス (NIC) 前広場

古川忠稔（名古屋大学環境学研究科）
武藤　厚（名城大学理工学部）
石山央樹（中部大学工学部）
太幡英亮（名古屋大学工学研究科）
泉　香織（あいちの木で家をつくる会）
鈴木祥仁（愛知県森林・林業技術センター）

愛知県は総面積の約42％が森林で人工林の年間成長量が53万4千
m3に達しており、県産木材の利用がこれまで以上に求められてい
ます。針葉樹は建築用材を中心に用途開発が進められていますが、
かつて薪炭材や樹皮利用に使われていた広葉樹も大径化し、新たな
用途開発が求められています。
そこで本コンテストでは、県産広葉樹材を使った公共施設や公園、
オープンカフェ等に設置される屋外用テーブル・ベンチ・椅子の提
案を募集します。
コンペ参加者は県産広葉樹の板材を無償で供与され、実際に提案作
品を製作することができます。
さらに一次選考にて優秀と認められた提案作品は、名古屋大学工学
研究科の屋外共用部に一定期間設置され実用に供されます。
皆様の積極的な参加と新たな作品提案をお待ちしています。

主催：
名古屋大学環境学研究科古川研究室
名古屋大学工学研究科太幡研究室
あいちの木で家をつくる会

あいちの木で家をつくる会事務局
Fax:  052-581-8161      
e-mail:  aichinoki.jp@gmail.com
郵送先：〒450-0001
愛知県名古屋市中村区那古野 1-44-17
嶋田ビル 203

協力：
名古屋大学工学部施設整備推進室
名古屋大学環境学研究科附属
　持続的共発展教育研究センター
名古屋大学未来社会創造機構
　まちづくりミニプロジェクト
愛知県、組手什おかげまわし東海
あいち節木工舎、木造都市研究会木愛の会
( 株 ) 総合資格学院、玄々化学工業株式会社

■応募資格

愛知県下で建築学やインテリアデザイ

ン等を学ぶ大学生・大学院生を主体と

したグループ

■応募登録締め切り（メール応募）

2015年 12月 24日 17:00

■事前説明会

2015年 12月 25日 14:00集合

場所：名古屋大学ES総合館

　　　１階会議室

■一次選考資料　提出締切

2016年 2月29日必着

■現地組立（優秀賞選定）

2016年 5月14日 (土 )

■最優秀賞選定

2017年 5月（１年経過後）

愛知県産材をつかう
木製ストリートファニチャ
コンテスト　2015　

コンペ

見学会

研究会
木の連歌シリーズ

あいち木造ミーティングを９月１８日に開催！！

木造都市のルネサンス

「木」を取り巻く多様な議論を展開中

最新の木造建築

ストリートファニチャ
木造都市に向けた新しいデザインの開拓

木愛の会　HPや Facebook をご覧下さい。

技術革新による新しい木造建築を学ぶ

木への思いをつなぎ、隔月にて開催中。

kiainokai@gmail.com
にお申し込み下さい

年数回開催しています

名城大学の作品

名古屋大学の作品


